
令和７年度 第１回

学力向上担当者会

令和７年５月14日

学校教育推進課



担当者会のテーマ

学力向上担当者として、モデル校の成果
や課題をもとに、自校の取組みを振り返り、
本市の新プランで大事にしたいことにつ
いて共有する。



＜本日の流れ＞

①茨木っ子プラン ミつくる について

②ワーク・交流「単元計画と学習評価について」

③事務連絡



第６次プランの全体像

課題設定に基づき、３つの柱で取組みを整理

柱１ 子どもにとって魅力ある学校園づくりを推進する

柱２ 一人ひとりの子どもに応じた学びを保障する

柱３ 子どもの育ちを支える教育環境を整える



柱１ 子どもにとって魅力ある学校園づくりを推進する

学校園を子どもにとって、居心地がよく、安心感のあ
る場にしていくとともに、授業改善や体験活動の充実等
を通して、子ども一人ひとりがつながりの中で主体的に
学び、成長の実感を得ることができるよう取組みを進め
る。





授業KAIZENプロジェクト（柱１）

めざす授業づくりのポイントを共有し、各種担当者会が授業改
善に向けて一体的に取組む。

各校のミドルリーダーを中心とした授業KAIZENチームを構成
し、効果的な実践等を発信、普及する。

多層指導モデルMIMの活用など、「一人も見捨てへん」の考え
のもと、つまずきの早期発見、つまずく前の支援を充実させる。



多層指導モデルMIMの活用（柱１）

学習の基盤となる「ことばの力」「読む力」を育むことができる
よう、多層指導モデルMIMを活用した取組みを進める。

第５次プランの言語力向上プロジェクトの取組みを引き継ぎ、
モデル校を拡大することで、取組みの充実を図っていく。

MIMは具体的な指導法やアセスメントが体系化されている一
方で、大切なことは、子どもを「つまずかせない」すべての子ど
もの「力を伸ばしたい」という想いが根底にあることである。



②ワーク・交流「単元計画と学習評価について」



別紙１にある４つの児童の作品をそれぞれ評価
観点：「思考・判断・表現」
A？ B？ C？

二次元コードから投票

その評価をした理由を交流

小学校第２学年 図画工作科



ひらいたはこに絵を描かせることにしよう！

単に絵を描かせて、「上手だからA」

になっていないか
どうやって評価するか

学習指導要領に戻ってみると…

小学校第２学年 図画工作科



目標
(1)対象や事象を捉える造形的な視点について自分の感覚や行為
を通して気付くとともに，手や体全体の感覚などを働かせ材料
や用具を使い，表し方などを工夫して，創造的につくったり表し
たりすることができるようにする。

(2)造形的な面白さや楽しさ，表したいこと，表し方などについて考
え，楽しく発想や構想をしたり，身の回りの作品などから自分の
見方や感じ方を広げたりすることができるようにする。

(3)楽しく表現したり鑑賞したりする活動に取り組み，つくりだす喜
びを味わうとともに，形や色などに関わり楽しい生活を創造しよ
うとする態度を養う。

小学校第１学年及び第２学年 図画工作科



目標
(2)造形的な面白さや楽しさ，表したいこと，表し方などにつ
いて考え，楽しく発想や構想をしたり，身の回りの作品な
どから自分の見方や感じ方を広げたりすることができる
ようにする。

小学校第１学年及び第２学年 図画工作科



内容 第１学年及び第２学年 「A表現」（１）イ

絵や立体、工作に表す活動を通して、感じたこと、想像したことから、
表したいことを見付けることや、好きな形や色を選んだり、いろいろ
な形や色を考えたりしながら、どのように表すかについて考えること。

「自分のイメージを基に，表したいことを発想することである。例えば，
破いた紙の形から想像して生き物に表したいと思ったり」

小学校第１学年及び第２学年 図画工作科



評価規準

小学校第２学年 図画工作科
題材名「ひらいたはこ」

これだけでは、評価はつけられない



評価するには、

評価規準 と 判断基準

が必要

評価規準と判断基準の違いは？



評価規準
指導（学習）目標を具体的に述べたもので、端的にい
えば、児童生徒が身に付けるべき資質や能力を質的に
みる「よりどころ」。

判断基準
到達度で児童生徒の学習状況を示す際に、量的な「も
のさし」として使われる。単元末や学期末、学年末など
で評価の総括が必要な場面で、どのように判定するか
の基準。



題材の目標

小学校第２学年 図画工作科題材名「ひらいたはこから」

(1)自分の感覚や行為を通して，形や色などに気付き，カラーペンやク
レヨン，パスなどに十分に慣れるとともに，手や体全体の感覚など
を働かせ，表したいことを基に表し方を工夫して表す。

(2) 形や色などを基に，自分のイメージをもち，開いた箱を見て想像し

たことから表したいことを見付け，好きな形や色を選んだり，いろい
ろな形や色を考えたりしながら，どのように表すかについて考える。

(3) 楽しく開いた箱を見て想像したことを絵に表す活動に取り組み，つく

りだす喜びを味わうとともに，形や色などに関わり楽しい生活を創
造しようとする。



形や色などを基に，自分のイメージをもち，開いた箱
を見て想像したことから表したいことを見付け，好き
な形や色を選んだり，いろいろな形や色を考えたりし
ながら，どのように表すかについて考えている。

小学校第２学年 図画工作科
題材名「ひらいたはこ」
評価規準（思考・判断・表現）

どんな判断基準にする？
何ができていたらB評価にする？



【例】判断基準（B評価）

小学校第２学年 図画工作科
題材名「ひらいたはこ」

思考・判断・表現

・紙の形の全体や部分を何かに見立てたり，その形から想像したりして表
したいことを見付けている。

・かいて生まれた形や色などからさらに想像している。

・クレヨンやパスの色を選びながら，表したいことをどのように表そうか考
えている。





活動に取り組む様子や発話
作品
ワークシートへの記述
などから評価

あることに気づきませんか？

完成した作品だけでは、評価は難しい

では、どうやってみとる？



例えば

「ゆめのギター」



① Aさんは開いた箱

を縦にして，何かかけ
ないか考えていた。し
ばらく考えた後，丸い
穴と数本の長い線を
かき始め，「これはギ
ターなんだよ。」と話し
た。

②弦の横にかいた模
様について教師が尋
ねると，「これは，きれ
いな音がいろいろ出て
いるところだよ。」

と言い，形や色の違う
流星を複数かいた。

③その後，「そうだ。
ギターもカラフルにす
るぞ。」とつぶやき，
いろいろな色でギター
に色を付けていった。



活動の過程での児童の観察や，それに基づいた対話により，
Aさんは，開いた箱全体の形をギターに見立て，

表したいことを見付け，好きな形や色を選んだり，いろいろ
な形や色を考えたりしながら，どのように表すかについて
考えていると捉えた。

「ゆめのギター」



評価規準（目標）と判断基準が明確でないと、目標と
している力がついているかの評価（判断）や授業計画
の立案が難しくなる

どれだけ具体的に、子どもがどのように作品をつくる
のか、イメージ（予測）できるかが重要



子どもがどのように学習するかイメージ（予測）する

↓

①授業（単元）計画の具体化

②子どもたちがどんなところにつまづくかの予測

③C評価になる可能性のある子どもへの手立て



①授業（単元）計画の具体化

・こんな力をつけさせたい
→目標の設定
・それをみとるために単元末でこんな活動をしよう
・そこに向けて、これをこの時間にしよう
→学習方法の設定
・指導したことが力になっているか、定期的に評価し
て、学習（指導）を修正させよう
→指導と評価の一体化



②・③つまづきの予測と手立て
C評価ってどんな姿？
「表したいことを見付けることができない」
「紙の形や，かいて生まれた形や色に関わりなく表し
たいことを見付けている」
「どのように表せばよいか決められない」など

どんな手立てが考えられる？
状況に応じて…
・紙をいろいろな向きにして見るよう促す
・特徴的な部分を示して問いかける など



授業づくりのポイント

①学習指導要領に基づいた単元の「つけた
い力」と学習の目的がわかるよう課題設
定を行う。

②子どもの感情にフォーカスした、生活や
興味と結び付けた「学ぶ必要感」のある
授業を展開する。

③「個」に応じた教育的ニーズをあらかじ
め想定したうえで、事前に環境や指導方
法を工夫する。

④子どもの姿のゴールのイメージをもち、
どのように学んでいるのかをみとり指導
にいかして評価する。



グループ交流

「目標に正対した評価計画と単元計画」について
・自校での実態はどうか
・改善のための取組みはどのようなものが考えられるか



・第２回（９月17日（水）を変更）
府SE事業 言語能力をはぐくむモデル校学校
公開への参加（１回以上）
天王小学校 11月10日（月）
平田中学校 10月23日（木）

・アンケートのご協力をお願いします。

③事務連絡


